
１２月議会が始まります。１２月４日から６日の３日間は一般質問が行われ

ます。今回は２５人の議員が質問に立ち、４日は９名、５日は８名、６日は

８名です。一般質問の順番が決まりましたのでお知らせいたします。ぜひ議

会傍聴においで下さい。インターネット中継もされますので、視聴すること

もできます。

１．市政に対する信頼と市民参加について

(1) 市の各事業において発生した事故への認識と対応

について

(2) 住民福祉の増進を支える市職員の勤務状況と改善

に向けた考えについて

ア．職員の時間外勤務の状況及び職員の心身の健康

状況の把握について

(3) 政策への市民意見の反映について

２．新アリーナ整備及び野球場移転計画に関する諸問題について

（1）豊橋球場を豊橋総合スポーツ公園に移転するにあたり、移転先が「特

定避難困難地域」であることに対する検討の有無について

（2）野球場を避難場所とする法的根拠について

（3）新アリーナ整備、野球場の移転にともなう豊橋公園の現在の樹木の保

全の考えについて

（4）三遠ネオフェニックスの決算状況を踏まえたリスクの評価について

（5）新アリーナ整備及び野球場移転に関する市民への説明会を開く考えに

ついて

１、総合老人ホームつつじ荘における虐待事案に

ついて

（１）虐待案件に対する課題と対応について

２、子育て世帯への経済的負担軽減の取り組みにつ

いて

（１）保育料の負担軽減を拡充する考えについて

（２）障害児の児童発達支援等における無償化の

状況について

※ 今回、斎藤議員の質問は病気療養中にて見送ることになりました。
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１２月 ４日（月）～６日（水） 一般質問

１２月 ７日（木）～８日（金） 常任委員会

１２月１１日（月） 予算特別委員会

１２月１４日（木） 議会運営委員会

１２月１５日（金） 本会議



１１月２８日、住民投票の実現をめざす市民の会の皆さんは、豊橋公園への多目的

屋内施設（新アリーナ）建設の賛否を問う住民投票実現のための署名を、豊橋市選

挙管理委員会に提出しました。市選管発表によると署名受領数は１８,７３２筆で、昨

年の１７,２９３筆を大きく上回ったということです。新アリーナ建設計画を問題だと考

える市民が、住民投票を求め、１０月２４日～１１月２３日の１ヶ月間かけて署名を集め

てきました。

市選管はこれから署名の審査を行い必要な手続きを経て有効投票数を確定しま

す。住民投票条例案の直接請求に必要な有権者の２％、約６０００筆を超える予想

です。その後市長が市議会に条例案が提案します。日本共産党市議団市議団は、

条例制定実現へと頑張ります。

引き続き議会で問題の多い多目的屋内施設整備計画に対し市の姿勢を問いただ

し、計画は一旦白紙に戻すことを求めていきます。

重点要望項目

① 高齢者路線バス利用促進事業、高齢者移動支援事業の所得制限

を外し、７０歳以上のすべての高齢者を対象にしていただくこと

② 民間の土地又は施設等を借用している民営児童クラブに対し、家

賃、借地料を２年次以降も助成をしていただくこと

③ 高すぎる国民健康保険税を基金（５億円）、決算剰余金（２６億円）

を活用して引き下げること

④ 国民健康保険税算定において、子どもの均等割を廃止していただ

くこと

⑤ 小中学校給食費の完全無料化をはかること

⑥ 市独自の奨学金制度の拡充をはかること

⑦ 市民病院における選定療養費の対象から、救急車による搬送をの

ぞいていただくこと（保育所・小中学校は除く）

⑧ 豊橋公園への「多目的屋内施設」整備の計画はいったん白紙に戻

し、市民の声を踏まえて施設のあり方を再検討すること

⑨ 公共施設の利用料の引き下げをしていただくこと

⑩ ゴミ収集の民間委託をやめ、直営でおこなっていただくこと

⑪ 「地域生活」バス・タクシー運行事業を取り組みやすいよう公費負

担を増やしていただくこと

⑫ 住宅リフォーム助成制度を創設していただくこと

⑬ 市民病院、保健所の、人的な体制を拡充していただくこと

１０月３１日
２０２４年度予算要望書を市長に
提出しました。市民の要求実現へ
とくりかえし求めていきます。


